
本書を使って授業をされる方へ

本書はテキストとして、15回（半年）または30回（通年）用にお使いいただくこともできます。

例：15回の場合

＊学生の皆さんは、各自で第1部を読み進めていきます。かつ、第2部 Unit 1~13の映画を、

毎週1本ずつ予習として視聴しておきます。

＊授業では、1回に1 Unit進めます。「発展課題」を見てディスカッションをしても良いですし、

受講生がハンドアウトを用意して、自分が注目するポイントにつき、自由に口頭発表するの

も良いでしょう（赤尾研究室ＨＰのサンプル・ハンドアウト参照）。

例：30回の場合

＊第2部 Unit 1『国民の創生』には、5つの基本ステレオタイプすべてが登場するので、ひと

つひとつ確認しながら、授業で全編を観ていきます。受講者全員で観ても構いませんが、

グループまたは個人でのプレゼンテーション（以下プレゼン）と組み合わせてもいいでしょう。

＊プレゼンは、ハンドアウトを用意して注目するセリフや場面、調べたこと等を発表し、発表後

にディスカッションします。1発表あたり、視聴30分+プレゼン30分を目安とし、残りはディス

カッションや教員による補足説明とします。

＊『国民の創生』視聴（およびプレゼン）が終わったら、残りの回は、12本の映画のいくつか

を選んで視聴し、発展課題に即してディスカッションを行います。
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おわりに

＊ 赤尾研究室ホームページ［http://www.hmt.u-toyama.ac.jp/eibei/Akao/index.htm］では、アメリカ映画の黒人
ステレオタイプに関連する卒業論文が掲載されています。また、富山大学における筆者の授業で学生が作ったプレゼ
ンテーション資料も掲載されているので、こちらも参照してください。


